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概要：サービス提供者が，, ユーザのパーソナルデータを収集・利用する場合, 事前にサービス提供者と

ユーザの間において合意形成が必要とされている. その方法の一つとして,プライバシーポリシーを提示す

る方法が広く普及している. ユーザは，提示されたプライバシーポリシーを読んで, 同意するまたは同意

しないという選択権を持つことにより，ユーザのプライバシーが保護されている．しかし,一般にプライ

バシーポリシーは長くて難解であるため,読んでいないユーザが多いとされている. 本研究では,利用する

サービスによって，ユーザがプライバシーポリシーを読む度合いが異なることを調査したので報告する．

本研究における調査の結果，ユーザがプライバシーポリシーを読まない理由は,実は長さ・難解さだけでは

なく,提供を受けるサービスにも依存していることを示した.
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A study for reasons why users do not read privacy policies
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Abstract: Notice and choice have become mandatory activities for service providers in order to collect users’
personal data. Therefore, most service providers notify users of their privacy policies. Nevertheless, it is re-
ported that most users do not read privacy policies because they are lengthy and complex. In this paper, we
conducted a survey and explored more deeply the reasons why users do not read privacy policies. From our
surveys, it becomes clear lengthy and complexity are not only the reason, but also scenarios or conditions
have more weight to the reason. In future work, we will investigate these scenarios by imposing more detailed
conditons.
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1. はじめに

近年,サービス提供者がユーザのパーソナルデータを収

集・利用する際には,ユーザとサービス提供者の間におい

て取得する情報等について合意形成が必要とされている.

　合意形成を行う手法として,プライバシーポリシーを提
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示し (ユーザへの告知), ユーザの同意を得る (情報提供・

開示への同意)という枠組みが一般に広く利用されている.

実際,我々が行った簡単な調査では，ALEXA TOP500 By

Country (Japan) の上位 30ウェブサイトのうち,プライバ

シーポリシーを提示しているサイトが 24サイト,個人情報

取扱規約として提示しているサイトが 3サイト,提示のな

いサイトが 3サイトであった. この枠組みは,法律やそれ

に付随するガイドライン [1], [2], [3], [4]でも規程されてお

り,法制度の整備とともに普及しつつある.これは,プライ

バシーバイデザイン [5],自己情報コントロール権 [6]等の

社会実装の形態の一つとして考えることができる.
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1.1 本研究の貢献

このように広く普及しているプライバシーポリシーを利

用した合意形成の枠組みであるが,実際にはプライバシーポ

リシーを読んでいるユーザは少なく,形骸化しているとい

う指摘 [7], [8]がある. その原因として,プライバシーポリ

シーが長いこと [9], [10],理解が難しいこと [11], [12], [13]

が挙げられている. これらの調査結果を受けて,プライバ

シーポリシーが短く, 理解が容易なら, ユーザはプライバ

シーポリシーを読むのかという別の疑問が生じる.

そこで本稿では, [7], [9], [10]の調査をさらに一歩進め,

プライバシーポリシーを読む・読まないというユーザの判

断は,長さや難しさだけではなく, サービスの内容にも依

存していることを示す.より詳細には,我々は,どのような

サービスのときプライバシーポリシーを読むユーザが増え,

あるいは逆に減るかについて調査を行ったので,結果を報

告する.また,プライバシーポリシーを読んだ際に,ユーザ

にとって,具体的にどのキーワードが理解が難しいのかに

ついても調査したため,合わせて報告する.

1.2 本稿の構成

本稿の構成は,次の通りである.次節では,プライバシー

ポリシーと同意取得に関する既存研究,第 3節では,日常生

活におけるプライバシーポリシーに関する調査の調査手法,

結果及び考察について,第 4節では,サンプルプライバシー

ポリシー提示による調査の調査手法,結果及び考察につい

て,第 5節ではまとめと今後の展望について述べる.

2. 既存研究

プライバシーポリシーを読まないユーザが多いという問

題を解決するために,ユーザにとってわかりやすいプライ

バシーポリシーを提示する方法が提案されている. [14]で

は,コンピュータで直接読み取って利用できる形式のプラ

イバシーポリシーを作成する仕様が提示されている. [15]で

は Privacy Birdというアイコンで表示することにより, [16]

では表形式で表示することにより, [17]では栄養素表の方

法で表示することにより,ユーザにとってよりわかりやす

いプライバシーポリシーの提示方法が提案されている.し

かし,これらの提案手法は,実社会において広く普及するに

は,まだ至っていない [18]．

3. 日常生活におけるプライバシーポリシーに
関する調査

ユーザが日常生活においてプライバシーポリシーを読ん

でいるか,またプライバシーポリシーの内容を理解してい

るかについて,調査する．シナリオは，P3Pに基づき抽出

した 16項目のパーソナルデータの種類 (表 1)と 5項目の

パーソナルデータの利用目的 (表 2) [19] に着目し,回答者

が自身の日常生活におけるシーンを思い浮かべて回答でき

表 1 パーソナルデータの種類

1. 実社会における連絡先情報

2. オンライン連絡先情報

3. ユニークな識別子

4. 購買情報

5. 財務情報

6. コンピュータ情報

7. 閲覧情報

8. サービスへのリクエスト

9. 個人の特徴情報

10. メッセージ内容　

11. セッション管理情報

12. 市民情報

13. 健康情報

14. 嗜好情報

15. 位置情報

16. 政府発行の識別子

表 2 パーソナルデータの利用目的

A. 本来のサービス提供

B. システム管理

C. マーケティング調査

D. 利用者の行動分析

E. 利用者への推薦　

表 3 プライバシーポリシーを読む度合い調査のシナリオ

1. クレジットカード

2. お店のポイントカード

3. お店の顧客登録・カスタマーカード

4. 保険商品・金融商品

5. 住宅 (購入)

6. 住宅 (賃貸)

7. ネットショッピングサイト

8. SNS

9. WEBサービスやアプリのダウンロード・

登録時

10. WEB サービスやアプリの更新時

11. 登録せずに利用するWEB サイト，サー

ビス

12. 病院やエステ，脱毛サロンなど

13. マーケティング調査 (個人を特定しない)

14. 利用者の行動分析 (個人を特定しない)

15. 図書館などの公共施設の利用登録

16. 公共料金の書類

17. 銀行の口座作成時

18. 宿泊予約サイト

るシナリオとしている. 5項目の利用目的に対して,対象と

なるパーソナルデータが収集されるシナリオを設定してい

る.例えば,本来のサービス提供という利用目的で,実社会

における連絡先情報,オンライン連絡先情報,財務情報,個

人の特徴情報等を収集し利用されるシナリオとして，クレ
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図 1 日常生活においてプライバシーポリシーを読む度合い (18 種類の比較)

図 2 プライバシーポリシーの理解度 (18 種類の比較)

ジットカード作成時,銀行の口座作成時というシナリオを

設定している.また,利用者への推薦という利用目的で,実

社会における連絡先情報, オンライン連絡先情報, 購買情

報,閲覧情報,嗜好情報等を収集し,利用されるシナリオと

して,宿泊予約サイト利用というシナリオを設定している.

マーケティング調査,利用者の行動分析という利用目的に

ついては,個人を特定しないという設定のシナリオとして

いる. 18種類のシナリオに関して,プライバシーポリシー

を読む度合いと,理解度について,調査する.我々が設定し

たシナリオは,表 3のとおりである.各シナリオのプライバ

シーポリシーを読む度合いを 1)全文を読む, 2)部分的に

読む, 3)読むというより流し見する程度, 4)表示・記載さ

れていても全く読まない, 5)プライバシーポリシー等が表

示・記載されているのを見たことがないの 5段階回答,ま

た理解度 1)正確に理解できている, 2)なんとなく理解でき

ている, 3)あまり理解できていない, 4)全く理解できてい
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ない, 5)そもそも理解する気がないの 5段階回答で調査す

る.なお,理解度は客観的な評価ではなく,自己申告による

回答である.

3.1 手法

全国 20～69歳のデジタル機器を保有している男女が対

象である.サンプル数は 2,000,男女 10歳刻みに各 200サン

プルを収集した.調査手法は,ウェブ調査である.

調査時期 2017年 1月 23日から 25日に実施した.

本調査は,国立研究開発法人情報通信研究機構パーソナル

データ取扱研究開発審議会の承認を受けて実施した.

3.2 結果及び考察

3.2.1 プライバシーポリシーの熟読度

18種類のシナリオに関して,ユーザが日常生活において

プライバシーポリシーを読む度合いを調査した (図 1). 全

シナリオを通して,「プライバシーポリシー等が,表示・記

載されているのを見たことがない」という回答の平均は

14.5%であり,大多数のユーザがプライバシーポリシーの存

在は,認識していることがわかる. プライバシーポリシーを

「全文読む」割合が多いシナリオは,最大が住宅 (購入)(30%)

であり,住宅 (賃貸)(26%),銀行の口座作成時 (17%),保険商

品・金融商品 (15%)と続く. プライバシーポリシーを「部

分的に読む」,「読むというより，流し見する程度」,「表

示・記載されていても，全く読まない」の合計の割合が多

いシナリオは,お店のポイントカード (87.9%),クレジット

カード作成 (86.2%), お店の顧客登録・カスタマーカード

(84.6%),ネットショッピングサイト (83.6%)，WEBサー

ビスやアプリの更新時 (80.5%)，WEBサービスやアプリ

のダウンロード・登録時 (79.6%)の順であった.

3.2.2 プライバシーポリシーの理解度

18種類のシナリオのプライバシーポリシーを「全文を読

む」,「部分的に読む」,「流し見程度」と回答した回答者に

対し,各プライバシーポリシーに対する「理解度」について

調査した (図 2). 「正確に理解できている」割合が多いシ

ナリオは,銀行の口座作成時 (14.1%),住宅 (購入)(12.9%),

公共料金の書類 (12.8%),宿泊予約サイト (12.5%), 図書館

などの公共施設の利用登録 (11.8%), 住宅 (賃貸)(11.7%)と

いう結果となった.

3.2.3 読まない理由

18種類のシナリオのプライバシーポリシーについて,「部

分的に読む」,「流し見する程度」,「全く読まない」と回答

した回答者に対し,「読まなかった・読み飛ばした理由」を

質問した (図 3). プライバシーポリシーを読まない理由と

しては,「文章の量が多い」という回答が多く (76.7%),次

に「難しそうな語句が多かった」(37.7%),「同意しなけれ

ば登録が完了しないため,読んでも読まなくても一緒だと

思った」(28.7%),「どのプライバシーポリシーも同様の内

容で,読む必要が無いと思った」(26.1%)と続いた.今回の

調査においても,既存研究 [9], [10], [11], [12], [13]で指摘さ

れたのと同様に,プライバシーポリシーは「長い」「難解で

ある」から読まないという結果が得られた.

3.2.4 社会心理学における Satisfice

社会心理学における Satisfice 傾向がプライバシーポリ

シーを読むユーザに発生しているとも考えられる. [20],[21]

では,オンライン調査における Satisficeについて言及され

ており, Satisficeが起こる主要な原因として,調査項目の内

容や表現のむずかしさ,回答者の能力,回答者の動機づけが

挙げられている.社会心理学における元来の Satisfice (努力

の最小限化)は,人間の認知的資源に限りがあることが,要

求に対する努力を最小化しようとする傾向につながること

を指すとされる.プライバシーポリシーを読む・読まない

というユーザの判断が Satisficeに起因するものだと考える

と,プライバシーポリシーの難しい内容や表現をわかりや

すくすることに加えて,ユーザがプライバシーポリシーを

読む動機づけも重要となる.

4. サンプルプライバシーポリシー提示による
調査

日常生活におけるプライバシーポリシーの熟読度,理解

度の調査の結果,シナリオに依存して熟読度,理解度が異な

ることが判明した.同じプライバシーポリシーを読んで,ど

の程度理解度に差があるのか,またプライバシーポリシー

に記載されている単語のうち,具体的にどの単語がわから

ないのかについて調査するために,サンプルプライバシー

ポリシーを提示して調査した.我々が提示したサンプルプ

ライバシーポリシーは,付録 A.1のとおりである.サンプル

プライバシーポリシーには,収集するプライバシー情報,収

集方法,収集・利用目的,データの管理,第三者提供,個人情

報の開示,子どもの個人情報,訂正及び削除,利用停止,プラ

イバシーポリシーの変更,問い合わせ先等を網羅的に記載

した.企業名,業種の特定はしないプライバシーポリシーと

している.

4.1 手法

3.1と全て同様である.

4.2 結果及び考察

4.2.1 サンプルプライバシーポリシーの理解度

サンプルプライバシー 付録 A.1 を提示して, どの程度

理解できたかについて,調査した (図 4). 理解できている

(「正確に理解できている」,「なんとなく理解できている」

の合計)の割合は,半数程度 (54.1%)であった.

4.2.2 サンプルプライバシーポリシーを読んで理解でき

なかった単語

サンプルプライバシーポリシーを読んで理解できなかっ
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図 3 プライバシーポリシーを読まない理由

図 4 サンプルプライバシーポリシーの理解度

た単語を調査するために,自由回答による記入を求めた.最

低一語回答することで次の設問に進むことができる設定

とした.また,最高 5語まで回答可能とした.サンプルプラ

イバシーポリシーは何度でも読み返すことを可能とした.

自由回答の欄に,「理解できない単語がない」と記入した

回答者が 769サンプル (39%),「そもそも理解する気がな

い」,「何らかの要因で読む気がしない」と記入した回答者

が 47サンプル (2.3%)であった.理解できない単語を記入

した回答者 1,184サンプルの回答は, Cookie(24.0%),特性

情報 (21.8%),プライバシーポリシー (9.0%), IPアドレス

(5.3%),個人情報 (7.6%),個体識別情報 (6.7%)であった.結

果は,第 1回答から第 5回答の合計値である.また，Cookie

の回答は,大文字小文字を区別せずカウントし,カタカナ表

記 (クッキー)も含める.理解できない単語は,プライバシー

ポリシー全体に係るプライバシーポリシー,個人情報を除

くと，Cookie,特性情報, IPアドレス,個体識別情報を挙げ

た回答者が多い.

4.3 考察

ユーザがわからないと挙げた単語は，Cookieが圧倒的に

多く (24%), [22]で指摘されているとおり,行動ターゲティ

ング広告はユーザには理解されにくいことが判明した.ユー

ザがわからないと回答した単語は, 付録 A.1第 2条 (2)収

集する情報に記載されている単語である.ユーザは収集さ

れる情報に関心が高く,その条項にわからない単語がある

ため,プライバシー侵害に対する不安につながると考えら

れる.

5. まとめと今後の展望

プライバシーポリシーが提示されていることはユーザに

認識されているが,ユーザがプライバシーポリシーを読む

ことと理解することについては,まだ不十分であることが

明らかになった.ユーザがプライバシーポリシーを読まな

い理由としては, プライバシーポリシーが長い, 理解が困

難であることが本調査で再確認されたが,提供されるサー

ビスにも依存することが結果として提示された.高価な買
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物,機微情報の提供を要求されるものに対しては,プライバ

シーポリシーを読むユーザが多くなるが,ポイントカード,

ネットショッピングサイトなど,頻度が高い状況では,読む

というより流し見程度の比率が高くなる.今回の調査では,

どのようなシナリオでユーザがプライバシーポリシーを読

むのか,読まないのかということを調査したが,今後,提示

したシナリオにおいて,プライバシーポリシーを読まない

ことに結びつく要因を追求したい.また,今回はユーザのプ

ライバシーポリシーの理解度について,自己申告回答を利

用したが,客観的な理解度の評価についても,検討を進めた

い.
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付 録

A.1 サンプルプライバシーポリシー (抜粋)

プライバシーポリシー

＿＿＿＿＿＿＿ (以下,「当社」といいます.)は,本ウェブ

サイト上で提供するサービス (以下,「本サービス」といい

ます.)におけるプライバシー情報の取扱いについて,以下

のとおりプライバシーポリシー (以下,「本ポリシー」とい

います.)を定めます.

第１条 (プライバシー情報)

( 1 ) プライバシー情報のうち「個人情報」とは,個人情報

保護法にいう「個人情報」を指すものとし,生存する

個人に関する情報であって,当該情報に含まれる氏名,

生年月日,住所,電話番号,連絡先その他の記述等によ

り特定の個人を識別できる情報を指します.

( 2 ) プライバシー情報のうち「履歴情報および特性情報」

とは,上記に定める「個人情報」以外のものをいい,当

社サービスをご利用の際の ID,ご利用いただいたサー

ビスやご購入いただいた商品,ご覧になったページや

広告の履歴,ユーザーが検索された検索キーワード,ご

利用日時,ご利用の方法,ご利用環境,郵便番号や性別,

職業,年齢,ユーザーの IPアドレス,Cookie情報,位置

情報,端末の個体識別情報などを指します.．

第２条 (プライバシー情報の収集方法)

( 1 ) 当社は,ユーザーが利用登録をする際に氏名,生年月日,

住所, 電話番号, メールアドレス, 銀行口座番号, クレ

ジットカード番号,運転免許証番号などの個人情報を

お尋ねすることがあります.また,ユーザーと提携先な

どとの間でなされたユーザーの個人情報を含む取引記

録や,決済に関する情報を当社の提携先 (情報提供元,

広告主,広告配信先などを含みます.以下,「 提携先 」

といいます.)などから収集することがあります.

( 2 ) 当社は,ユーザーについて,利用したサービスやソフト

ウエア,購入した商品,閲覧したページや広告の履歴,

検索した検索キーワード,利用日時,利用方法,利用環

境 (携帯端末を通じてご利用の場合の当該端末の通信

状態,利用に際しての各種設定情報なども含みます),IP

アドレス,Cookie情報,位置情報,端末の個体識別情報

などの履歴情報および特性情報を,ユーザーが当社や

提携先のサービスを利用しまたはページを閲覧する際

に収集します.

第３条 (個人情報を収集・利用する目的)

( 1 ) 当社が個人情報を収集・利用する目的は,以下のとお

りです.

( a ) ユーザーに自分の登録情報の閲覧や修正,利用状

況の閲覧を行っていただくために,氏名,住所,連

絡先,支払方法などの登録情報,利用されたサービ

スや購入された商品,およびそれらの代金などに

関する情報を表示する目的

( b )ユーザーにお知らせや連絡をするためにメールア

ドレスを利用する場合やユーザーに商品を送付し

たり必要に応じて連絡したりするため,氏名や住

所などの連絡先情報を利用する目的

( c ) ユーザーの本人確認を行うために,氏名,生年月日,

住所,電話番号,銀行口座番号,クレジットカード

番号,運転免許証番号,配達証明付き郵便の到達結

果などの情報を利用する目的

( d )ユーザーに代金を請求するために,購入された商

品名や数量,利用されたサービスの種類や期間,回

数,請求金額,氏名,住所,銀行口座番号やクレジッ

トカード番号などの支払に関する情報などを利用

する目的

( e ) ユーザーが簡便にデータを入力できるようにする

ために,当社に登録されている情報を入力画面に

表示させたり,ユーザーのご指示に基づいて他の

サービスなど (提携先が提供するものも含みます)

に転送したりする目的

( f ) 代金の支払を遅滞したり第三者に損害を発生させ

たりするなど,本サービスの利用規約に違反した

ユーザーや,不正・不当な目的でサービスを利用

しようとするユーザーの利用をお断りするために,

利用態様，氏名や住所など個人を特定するための

情報を利用する目的

( g ) ユーザーからのお問い合わせに対応するために,

お問い合わせ内容や代金の請求に関する情報など

当社がユーザーに対してサービスを提供するにあ

たって必要となる情報や,ユーザーのサービス利

用状況,連絡先情報などを利用する目的

( h )上記の利用目的に付随する目的

第４条 (個人情報の管理)

( 1 ) 当社は,ユーザーの個人情報を正確かつ最新の状態に

保ち,個人情報への不正アクセス・紛失・破損・改ざ

ん・漏洩などを防止するため,セキュリティシステム

の維持・管理体制の整備・社員教育の徹底等の必要な

措置を講じ,安全対策を実施し個人情報の厳重な管理

を行います.

第５条 (個人情報の第三者提供)

( 1 ) 当社は,次に掲げる場合を除いて,あらかじめユーザー

の同意を得ることなく,第三者に個人情報を提供する
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ことはありません.ただし,個人情報保護法その他の法

令で認められる場合を除きます.

( a ) 法令に基づく場合

( b )人の生命,身体または財産の保護のために必要が

ある場合であって,本人の同意を得ることが困難

であるとき

( c ) 公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進の

ために特に必要がある場合であって,本人の同意

を得ることが困難であるとき

( d )国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を

受けた者が法令の定める事務を遂行することに対

して協力する必要がある場合であって,本人の同

意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼ

すおそれがあるとき

( e ) 予め次の事項を告知あるいは公表をしている場合

( i ) 利用目的に第三者への提供を含むこと

( ii )第三者に提供されるデータの項目

( iii )第三者への提供の手段または方法

( iv )本人の求めに応じて個人情報の第三者への提

供を停止すること

( 2 ) 前項の定めにかかわらず,次に掲げる場合は第三者に

は該当しないものとします.

( a ) 当社が利用目的の達成に必要な範囲内において個

人情報の取扱いの全部または一部を委託する場合

( b )合併その他の事由による事業の承継に伴って個人

情報が提供される場合

( c ) 個人情報を特定の者との間で共同して利用する場

合であって,その旨並びに共同して利用される個

人情報の項目,共同して利用する者の範囲,利用す

る者の利用目的および当該個人情報の管理につい

て責任を有する者の氏名または名称について,あ

らかじめ本人に通知し,または本人が容易に知り

得る状態に置いているとき

第６条　 (個人情報の開示)

( 1 ) 当社は,本人から個人情報の開示を求められたときは,

本人に対し,遅滞なくこれを開示します.ただし,開示

することにより次のいずれかに該当する場合は,その

全部または一部を開示しないこともあり,開示しない

決定をした場合には,その旨を遅滞なく通知します.

( a ) 本人または第三者の生命，身体，財産その他の権

利利益を害するおそれがある場合

( b )当社の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすお

それがある場合

( c ) その他法令に違反することとなる場合

( 2 ) 前項の定めにかかわらず,履歴情報および特性情報な

どの個人情報以外の情報については,原則として開示

いたしません.

第７条　 (子どもの個人情報)

( 1 ) 当社は 13歳未満のユーザーの個人情報について,最大

限の注意を払います.13歳未満のユーザーの個人情報

については,保護者の方の同意の下に提供していただ

きます.

第８条　 (個人情報の訂正および削除)

( 1 ) ユーザーは,当社の保有する自己の個人情報が誤った

情報である場合には,当社が定める手続きにより,当社

に対して個人情報の訂正または削除を請求することが

できます.

( 2 ) 当社は,ユーザーから前項の請求を受けてその請求に

応じる必要があると判断した場合には,遅滞なく,当該

個人情報の訂正または削除を行い,これをユーザーに

通知します.

第９条　 (個人情報の利用停止等)

( 1 ) 当社は,本人から,個人情報が,利用目的の範囲を超え

て取り扱われているという理由,または不正の手段に

より取得されたものであるという理由により,その利

用の停止または消去 (以下,「利用停止等」といいます.)

を求められた場合には,遅滞なく必要な調査を行い,そ

の結果に基づき,個人情報の利用停止等を行い,その旨

本人に通知します．ただし，個人情報の利用停止等に

多額の費用を有する場合その他利用停止等を行うこと

が困難な場合であって,本人の権利利益を保護するた

めに必要なこれに代わるべき措置をとれる場合は,こ

の代替策を講じます．

第１０条　 (プライバシーポリシーの変更)

( 1 ) 本ポリシーの内容は,ユーザーに通知することなく,変

更することができるものとします.

( 2 ) 当社が別途定める場合を除いて,変更後のプライバシー

ポリシーは,本ウェブサイトに掲載したときから効力

を生じるものとします.

第１１条　 (お問い合わせ窓口) 本ポリシーに関するお

問い合わせは,下記の窓口までお願いいたします.

住所：

社名：

担当部署：

Eメールアドレス：
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